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令和７年度　　　　７月１日（火）　　　№９ 

　 

 

 

 

 

かしこく（勤勉）　　やさしく（至誠）　　逞しく（克己）　　長狭大好きな子（立志）

　梅雨明け前ですが、高温多湿の日が多くなり、プールの水温も３０度前後となりました。例年で

すと、梅雨寒の日はプールでの授業をどうするかの検討を行うこともありますが、今年はその心配

がありません。むしろ、冷たいシャワーが気持ちよく感じるような陽気が続き、プールを楽しみに

 している児童生徒も多くいます

　７月に入り、職員室では「夏休み」をキーワードとした言葉が多く聞かれるようになりました。

あと３週間で夏休みとなりますが、中学部は今週末から総体予選が始まります。３年間の集大成の

大会です。ベストなコンディションで最高のパフォーマンスを発揮してほしいと思います。学校も

全力で子どもたちを応援していきます。また、小学部は夏休みに入ると同時に水泳の特別練習や保

 護者の皆様との面談が予定されています。どうぞよろしくお願いいたします。

 

『なかよし給食・七夕飾り（小学部）』
　２４日（火）の給食は、いつもと違った小学部の縦割り班に

よる「なかよし給食」を実施しました。低学年の子たちは、お

兄さんやお姉さんに囲まれ、楽しそうにおしゃべりをしながら

給食を楽しんでいました。また、上級生のお兄さんやお姉さん

は、低学年の子たちを気遣いながら食事する様子が各教室にあ

りました。縦割り班活動の良さを十分に味わうことのできる小

 学部の活動です。

　次に、体育館に集合し、児童生徒会役員の皆さんが中心とな

り「七夕集会」を行いました。会では、低学年の子でもわかり

やすいよう、プロジェクターを使って「七夕の由来」を説明し

た後、３つのめあて「一緒に飾りつけを行いながら、みんなが

仲良くなること。古くから行われている日本の文化に触れ季節

の行事を楽しむこと。七夕飾りの作り方を知り、笹に飾りつけ

をすることができること。」が発表されました。次に、クラス

の代表者が「短冊に書いた願い事」を発表し、全員で七夕の歌

を歌いました。集会後は、縦割り班ごとに前期棟で笹に飾りつけを行

いました。ここでも、低学年の子どもたちを優しくリードするお姉さ

ん、お兄さんの姿が随所に見られました。短冊に書かれた願い事はい

ろいろで「あしがはやくなりますように」や「すききらいがなおりま

すように」、「けいさつかんになれますように」などの他、「みんなが笑

顔ですごせる１年になりますように」などもあり、子どもたちの素直

 で優しい気持ちが表れていました。

　なお、縦割り班で作成した笹飾りは、先週まで校内に展示しており

ましたが、今週から「みんなみの里」に飾られる予定となっています。

保護者の皆様も足をお運びいただき、子どもたちの願いごとが書かれ

 た笹飾りをご覧いただければと思います。
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パンバングナン中学校（インドネシア）との交流（中学部） 

　２５日（水）インドネシアの首都ジャカルタにあるパン

バングナン中学校の生徒２２名が本校を訪問し、中学部生

徒と交流しました。児童生徒会長の歓迎の言葉で始まった

歓迎式典では、中学部全生徒で「長狭学園校歌」に続いて

「花は咲く」の歌を披露しました。また、パンバングナン

中学校の生徒たちから、民族舞踊が披露され会場は大きな

拍手に包まれました。その後、両校の友好の証として、本

校からは「扇子と団扇」が、パンバングナン中学校からは、

「絵画と『ルマ・ガダン』（インドネシアの伝統的な家屋

のミニチュア模型）」が記念品として贈られました。また、両校が友好的に交流を行い、両国の文

化を学び合うことを証明する調印式が両校校長によって行われ、最後に全員で記念写真を撮りまし

 た。

 その後、活動場所を音楽室と９年教室に移し、体験活動を実施しまし

た。音楽室では生稲教諭の指導のもと「さくらさくら」を一緒に琴で

演奏することで日本の伝統楽器である琴に親しむことができました。

また、９年教室では中島教諭の指導のもと書道体験をしてもらいまし

た。事前に用意した漢字の中から好きな文字を選び、色紙に筆ペンで

書く活動を９年生が支援しました。言葉が通じないことも多くありま

したが、身振り手振りで交流する本校の子どもたちの優しさや温かさ

が、パンバングナン中学校の皆さんにも伝わり、和やかで温かみのある交流をすることができまし

た。体験後は、７年生から９年生の教室に分かれて昼食を一緒にとりました。短時間でしたが、親

しげに話すグループもあり、本校生徒にとっても貴重な体験の機会となりました。　昼食後、中学

部全員で手を振り、パンバングナン中学校の皆さんとお別れしまし

た。インドネシアは、アジアの中でも急速に発展を遂げている国の

一つであり、来校した子どもたちは、中学校１年の過程が修了した

ばかり（９月が新学期）だそうですが、母国語であるインドネシア

語の他、英語も流暢に話すなど、文化程度の高さを感じさせられま

した。本校の児童生徒も負けていられないとの思いも新たにしたと

 ころです。

 

【表彰関係】５月、６月の全校集会で表彰を行った部活動及び児童生徒を掲載します。※敬称略 

　《卓球部》　安房支部中学校春季卓球大会　　 

 　　　　　　　　女子団体戦　準優勝

 　　　　　　　　　　個人戦　優　勝　第３位　

 　　　　　　　　男子個人戦　第５位　　

   《剣道部》　安房郡市小学生剣道錬成大会　　

　　         　　男子の部　優　勝

 　　　　　　　　女子の部　第３位

           　　関東小学生剣道錬成大会

             　　優良賞　

   《空　手》　鴨川市スポーツ協会表彰

                 
   《卓球部》　房日旗卓球大会

　　             女子団体優勝
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